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リン酸
＾

．水素カリウムKH2P0 1 は，リン酸イオン ro/ か水 �t糾介でつなかiした札IJ)五

を特つ11 1 111本である，、 ド図にぷすようなKTT2P01 をn灯爪化したモテルをぢえよう
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図において ． カリウムイオン Iぐ は白丸で｝、され．リン酸イオンP01ふ・ はjJし打(iiイト（口）て

』丈さiしてしヽる、， 次Iじに並んだP0 1 :1 は2個の水�,ミ糾介（破線） lこよってIrしヽに糾介して

し)るm 、

1 _1_\丸でJ::.さi Lた水素イオンn-1ー は水素糾介の111,しから/diしヽずれかに仙った位i叶にあ

り. PO/l―

に2 1川の水ふイオンが付くことでリン酸仏lーしP01-を）杉成する

この系の全:Lネルギーは，次のように快められたリン酸），しのエネルギーの介iiiでりえられ
るものとする：

• l,:'.I I I I のDのように. jii」じ側（こ2 iliilの水素イオンをj、『つリン酸）店のエネルキー は（）

• A, I3のように．沢なる側に2伽1の水素イオンを抄つリン酸），しのエネルギー はご(> 0)

• Cのように；
・

1個の水素イオンを4、『つ場介や. 4 il;'ij , I illil . O ili'ilの水�/ミ イオンを抄つ場介

のエネルギーは文

以ドではNili1ilのPO r :i
―

から成る系が加u文Tの然t衡状態にあるとする， ただし彎立蘭］の効

呆をなくすために周期的塩界条付をどえる_，以ドの戊間に笞えなさし＼＾

D 
(1) 熱f·iif!Jにある系のエネルギー ］［月 1、『イir'J〈E〉か分配!!)J放Zを川いて〈E〉= ---:-loµ;Zと

け;3
J<されることをがしなさい， ただし．（｝はホルツマン定放1、wをill v'て，11 = (h・n'f')' I

と人されるいである

(2) 系の分配Iり［］数Zとして正しいものを次から選ひなさいn

Z = 2 + 2N rロ-jJ\い・ Z = 2 + 2Nr:~11", Z = 2N + 2 e '「す閏

(;3) (2)で選んだ分配WJ放を正ししヽとぢえる物岬!'Iり岬111を晶叫しなさし） r

(4) (l)と(2)の糾果を川しヽて ． 図に小した系のエネルキ
‘
一期背仙を求めなさし、

（り） Nが1分人きな枠限を名えると．ある温）旦 r: におしヽて系のエネルキ·--JUJf-'」111'1が不連

紬になることを小しなさい i、 また，T,, をcとkBを） IJいてf<しなさし＼

(G) (り）で＇見らiした小土読骨の物�l j!_的狐味を，，兄 1リlしなさし) 勺
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